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全
仏
の
常
務
理
事
会
は
、
四
月
九
日
午
後
一

時
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。　
矢
萩
事
務
総
長
並
び
に
阿
部
理
事
長
挨
拶
、

阿
部
理
事
長
三
帰
依
文
唱
和
の
後
、
議
長
に
阿

部
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委
員
に
遠
藤
日
護
、

江
連
俊
則
の
両
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教

徒
委
員
会
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件
」

　
井
上
国
際
文
化
局
長
か
ら
上
程
。
加
藤
海
晃 案

を
審
議
、
承
認

京
都
で
開
か
れ
た
全
仏
常
務
理
事
会

実
行
委
員
長
並
び
に
田
代
国
際
部
長
よ
り
説
明
。

事
務
局
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

①
警
察
庁
よ
り
の
要
請
「
暴
力
団
の
行
う
組

　
　
下
等
の
排
除
に
つ
い
て
」
の
件

　
野
田
総
務
局
長
よ
り
報
告
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
事
務
総
長
並
び
に
総
務
局
長
が
警
察
庁

の
関
係
者
と
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
難
民
義
援
金
　
…

　
に
外
相
か
ら
感
謝
状

　
ア
フ
リ
カ
難
民
救
済
の
た
め
の
義
援
金
の
一

部
は
、
す
で
に
報
告
し
た
通
り
一
月
二
十
二
日
、

阿
部
理
事
長
か
ら
安
倍
外
務
大
臣
に
直
接
手
渡

す
こ
と
が
で
き
た
が
、
残
り
の
義
援
金
に
つ
い

て
、
四
月
三
日
、
野
田
総
務
局
長
ら
が
外
務
省

を
訪
ね
て
、
宮
本
吉
範
・
中
近
東
ア
フ
リ
カ
局

ア
フ
リ
カ
第
一
課
長
へ
手
渡
し
た
。

　
外
務
省
側
の
話
し
で
は
、
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布

を
送
る
費
用
が
大
変
か
か
る
た
め
、
義
援
金
は

そ
ち
ら
の
方
に
回
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
左
記
の
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
感
　
謝
　
状

　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
客
殿

貴
殿
は
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
旱

越
被
災
民
の
窮
状
に
深
い
理
解
を
示
さ
れ
ア

ブ
り
カ
に
対
す
る
毛
布
の
救
援
運
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

　
昭
和
六
十
年
三
月
七
日

　
　
　
　
外
務
大
臣
安
倍
晋
太
郎
回

日宗連の理事、参議会

懇親会に三浦文化庁長官

　
日
本
宗
教
連
盟
（
日
宗

連
）
の
理
事
会
・
参
議
会

が
、
去
る
四
月
十
一
日
、

東
京
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

で
開
催
さ
れ
た
。
日
宗
連

9
“
は
、
全
巻
を
は
じ
め
、
神

社
本
庁
、
教
派
神
道
連
合

会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連

合
会
、
新
日
本
宗
教
団
体

連
合
会
の
五
団
体
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
全
仏
か
ら

は
、
阿
部
慶
昭
・
理
事
長

が
、
理
事
に
就
任
し
て
い

る
。　
午
後
四
時
か
ら
の
会
議
で
は
、
全
量
関
係
者

と
し
て
阿
部
理
事
が
理
事
長
に
、
永
井
孝
道
・

曹
洞
宗
宗
務
総
長
、
豊
原
大
幣
・
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
総
長
、
古
賀
制
二
・
真
宗
大
谷
派
宗
務

総
長
、
武
田
有
彦
・
浄
土
宗
宗
務
総
長
が
監
事

に
、
川
島
庶
務
部
長
が
事
務
局
長
（
任
期
は
い

ず
れ
も
一
年
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。
つ

づ
い
て
、
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
、
昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
等
が
承
認
さ
れ
た
。

　
午
後
六
時
か
ら
、
新
任
の
三
品
朱
門
・
文
化

庁
長
官
を
主
賓
に
迎
え
て
懇
．
親
会
が
開
か
れ
、

関
係
者
四
十
一
名
が
出
席
し
た
。

ハワイ日本人官約移民百年祭と

日米仏教徒交凍大会：
　　　　　　　圏囲目園

企画主催：ハワイ仏教連盟

後　援：側）全日本仏教会

協　賛：㈲全日本仏教会加盟宗派
旅行主催：囮日ホ交通公職
　　　　　　　　運輸大臣登録一般旅行業第64号

本大会だけに企画された　　‘

　　　特別行事　　　　●旅行日程

　　　■
日米仏教徒トップ会談

　　　■
各宗派合同大法要
　（パンチボールにて）

　　　コ
日米仏教徒交流大会

●使用ホテル

●参加費用

　呂

●旅行日程

●使用ホテル

●参加費用

スタンダード6日間

昭和60年6月15日㈹～6月20日㈱
ホノルル4泊、毎朝食・昼食2回・

夕食1回付
アラモアナホテル（予定）

おひとり195，000円

デラックス7日間
昭和60年6月15日（土）～6月21日働

ホノルル5泊、毎朝食：・昼食2回・

夕食4回付
最高級ホテル、ハイアットリージェンシ

ーワイキキ（予定｝

おひとり268，000円

　　　　　　　　　　　　●旅行条件など詳細はパンフレットでご確認下さい。
　●お問い合せ・資料請求・お申し込みは

〒101東京都千代田区神田鍛治町3－3大木ピル4階
　　㈱日本交通公社団体旅行東京中央支店　日米仏教徒交流大会係03－257－8421
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千葉で開かれた宗教法人セミナー

　
宗
教
法
人
へ
の
課
税
問
題
が
い
ろ
い
ろ
な
形

で
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
本

会
で
は
山
一
讃
券
の
後
援
を
得
て
、
全
国
的
な

規
模
で
「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
1
課
税
強
化

へ
対
処
す
る
た
め
に
一
を
開
催
し
て
来
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
『
全
日
本
仏
教
会
の
宗

教
法
人
課
税
へ
の
対
処
の
現
状
』
『
今
実
際
に

起
っ
て
い
る
寺
院
税
務
の
諸
問
題
に
つ
い
て
』

『
課
税
強
化
へ
対
処
す
る
た
め
に
』
『
宗
教
法

人
の
税
務
面
か
ら
み
た
資
産
運
用
に
つ
い
て
』

で
あ
り
、
講
師
は
長
谷
川
正
浩
・
全
日
本
仏
教

会
顧
問
弁
護
士
、
中
村
義
英
・
土
仏
税
務
委
員
、

東
京
、
大
阪
な
ど
六
か
所
で

高
木
正
博
・
山
一
与
島
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
室
部

長
の
三
皇
で
、
三
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
演
題
で

講
演
し
つ
つ
も
、
話
の
流
れ
と
し
て
は
一
本
化

す
る
と
い
う
意
図
で
す
す
め
ら
れ
た
。

　
講
演
の
主
な
内
容
は
、
『
今
実
際
に
起
っ
て

い
る
…
…
』
で
は
、
税
務
調
査
の
種
類
、
宗
教

法
人
に
対
す
る
税
金
の
不
乙
減
免
の
根
拠
、
更

に
具
体
的
な
事
例
と
し
て
「
事
前
通
知
な
し
に

来
た
調
査
に
対
し
て
は
」
「
過
去
帳
は
自
由
に

調
べ
ら
れ
る
か
」
「
調
査
の
折
第
三
者
の
立
会

は
認
め
ら
れ
る
か
」
「
修
正
申
告
を
し
て
く
れ

と
言
わ
れ
た
と
き
は
」
等
々
設
問
を
立
て
て
講

演
し
、
『
課
税
強
化
へ
…
…
』
で
は
、
会
計
帳
簿

作
成
の
手
順
、
寺
院
教
会
の
収
入
支
出
、
住
職

寺
族
の
給
与
の
目
安
、
収
益
事
業
の
範
囲
に
つ

い
て
等
々
を
公
私
の
区
分
を
厳
密
に
す
べ
き
点

か
ら
説
き
ほ
ぐ
し
、
『
宗
教
法
人
の
税
務
面
か

ら
…
…
』
で
は
、
税
制
・
行
政
・
財
政
の
側
面

か
ら
宗
教
法
人
に
お
け
る
環
境
の
変
化
を
説
明

し
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
有
利
な
資
金
運
用
、

預
金
額
の
上
限
の
な
い
中
期
国
債
フ
ァ
ン
ド
の

活
用
、
長
期
で
金
利
の
高
い
預
貯
金
の
名
書
等

を
紹
介
し
、
税
法
上
の
基
本
は
法
人
の
経
費
で

寺
族
の
生
活
を
保
障
す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
、
宗
教
法
人
に
許
さ
れ
た
特
典
を
存
分

に
活
用
し
て
資
産
運
営
を
す
べ
き
こ
と
を
提
唱

し
た
。

　
各
講
師
の
講
演
は
四
十
分
宛
で
、
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
「
税
務
」
「
法
律
」
「
資
産
運
用
」
に
別
れ

て
個
人
的
な
無
料
相
談
室
が
も
た
れ
た
。
ま
た

『
本
会
の
課
税
対
処
へ
の
現
状
』
は
、
昨
年
末
に

集
中
的
に
行
わ
れ
た
自
民
党
税
制
調
査
会
と
の

折
衝
の
過
程
、
大
蔵
省
の
予
算
案
が
国
会
へ
上

程
さ
れ
る
ま
で
の
仕
組
と
本
会
が
交
渉
で
き
る

自
民
党
の
窓
口
等
に
つ
い
て
、
本
会
の
活
動
状

況
を
ふ
ま
え
て
小
山
時
局
対
策
部
長
が
説
明
し

た
。　
セ
ミ
ナ
ー
は
図
表
に
あ
る
と
お
り
六
会
場
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
仏
の
主
催
で
、
全
日

本
仏
教
会
、
山
一
兵
乱
の
後
援
と
い
う
形
を
と

っ
て
、
ど
の
会
場
も
伺
一
の
内
容
で
行
わ
れ
た

が
、
東
京
だ
け
は
都
仏
の
要
請
に
よ
り
、
元
大
蔵

省
主
計
局
長
の
鳩
山
威
一
郎
・
参
議
院
議
員
を

招
い
て
『
昭
和
六
十
年
度
の
寺
院
の
税
金
と
そ

の
展
望
』
と
題
し
て
講
演
を
願
っ
た
。

　
全
会
場
で
講
演
の
あ
と
に
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
が
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
問
題
が
出
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
合
わ
せ
て
担
当
講
師
が
そ

れ
に
答
え
て
、
地
方
地
方
に
お
け
る
様
々
な
問

題
が
浮
彫
り
に
さ
れ
た
。

（
尚
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
本
年
度
も
ひ
き
つ
づ

き
、
全
国
十
一
会
場
で
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
希
望
さ
れ
る
県
仏
よ

り
の
要
請
が
あ
り
次
第
、
運
営
方
法
並
び
に
開

催
日
時
等
の
調
整
に
本
会
よ
り
出
張
し
細
部
に

つ
い
て
ご
脱
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
本
会
の
時

局
対
策
部
ま
で
お
申
し
つ
け
下
さ
い
。
）

昭和59年度宗教法人セミナー

月　日 主　催 会　　　　　場 参加人数 備　　　　　考

昭和59年
P2月7日

千葉県仏 千葉グランドホテル（千葉市） 150名

昭和60年
Q月8日

全　　仏 東京グランドホテル 190名 東京都仏教連合会後援、講
tに鳩山威一郎参議院議貝

3月4日
大阪府仏
蜊緕s仏

　　　　　　　　　　　　o
蜊纃総ﾛホテル 270名

3月5日 徳島県仏 パークホテル（徳島市） 120名

3月11日 岩手県仏 ホテル東日本（盛岡市） 120名

3月27日 埼玉県仏 ホテル埼玉亭（浦和市） 80名

一3一
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沖
縄
県
仏
教
会
の
歩
み
は
、
本
土
で
長
い

歴
史
の
上
で
布
教
活
動
を
続
け
て
き
た
寺
院

に
は
解
ら
な
い
よ
う
な
苦
難
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
南
方
系
民
族
の
強
い
影
響
を
受
け
た

独
特
の
文
化
の
中
で
育
っ
た
人
々
は
、
戦
前

戦
後
を
通
じ
、
日
本
の
歩
ん
だ
歴
史
の
中
で

大
き
な
犠
牲
を
お
し
つ
け
ら
れ
、
本
土
復
帰

し
た
今
も
な
お
、
目
に
見
え
な
い
部
分
に
お

い
て
苦
難
の
歩
み
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
あ
る
約
三
十
五
ヶ
寺
の
内
訳
は
、

臨
済
宗
妙
心
寺
派
十
五
ヶ
寺
、
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
三
ヶ
寺
・
四
布
三
所
、
高
野
山
真
言

宗
六
ヶ
寺
、
真
言
宗
東
寺
派
四
ヶ
寺
、
日
蓮

宗
二
ヶ
寺
、
浄
土
宗
一
ヶ
寺
、
真
宗
大
谷
派

界
の
差
別
体
質
、
事
象
を
指
摘
糾
弾
さ
れ
て

い
る
事
に
鑑
み
、
沖
縄
県
仏
と
し
て
も
全
機

の
行
っ
て
い
る
研
修
や
各
種
運
動
に
協
力
し

て
欲
し
い
旨
、
要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
藤
井
会
長
は
、
沖
縄
県
に
は
具
体
的
な
同

和
地
区
は
な
い
が
、
別
の
差
別
が
存
在
し
て

い
る
の
で
、
四
仏
の
研
修
会
や
全
手
大
会
で

の
分
科
会
で
学
習
し
て
い
き
た
い
と
、
全
面

的
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
靖
国
問
題
に
関
し
て
は
、
藤
井
会
長

自
身
も
門
徒
さ
ん
よ
り
、
「
何
故
お
国
の
た

め
に
生
命
を
捧
げ
た
人
々
を
ま
つ
る
靖
国
神

社
の
国
家
護
持
に
反
対
す
る
の
か
。
」
と
強

く
抗
議
を
う
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と

獺
灘
灘
灘
鱗
燃
馨
糠
懸
緒
…

組
織
局
長

一
ヶ
寺
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
沖
縄
県
仏
に
加
盟
し
て
い
る
寺

は
二
十
ヶ
寺
で
、
那
覇
市
に
集
中
し
て
い
る

感
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
仏
教
会
長
は
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
大
典
寺
の
藤
井
深
亡
師
、

副
会
長
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
西
来
院
・

片
岡
禅
教
師
で
あ
り
ま
す
。

　
全
戸
と
し
て
今
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
同

和
問
題
、
公
益
法
人
に
対
す
る
課
税
の
強
化
、

靖
国
問
題
等
に
つ
い
て
、
矢
萩
事
務
総
長
と

と
も
、
藤
井
会
長
と
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て

意
見
の
交
換
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
部
落
解
放
同

盟
よ
り
町
田
差
別
発
言
を
契
機
と
し
て
宗
教

中
村
昌
之

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
つ
ど
、
「
国
の
力
で

ど
の
よ
う
な
宗
教
の
方
で
も
追
悼
す
る
こ
と

の
で
き
る
施
設
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
の
な
ら

反
対
は
し
な
い
。
靖
国
神
社
と
い
う
戦
争
の

イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
宗
教
法
人
を
無
理
矢
理
国

家
護
持
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
反
対

し
て
い
る
の
だ
。
」
と
い
っ
て
、
理
解
を
求

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
特

に
大
典
寺
は
、
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
、
進
駐

軍
の
物
資
の
保
管
場
所
と
し
て
接
収
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
会
長
は
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
よ
り
強
い
関
心
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
公
益
法
人
に
対
す
る
課
税
の
強

化
に
つ
い
て
、
基
金
の
利
子
や
収
益
事
業
に

こ
れ
以
上
課
税
さ
れ
な
い
よ
う
二
仏
と
し
て

も
積
極
的
に
組
織
を
あ
げ
て
運
動
し
て
い
き

た
い
の
で
、
賢
聖
加
盟
の
お
寺
自
身
も
、
公

益
法
人
と
し
て
の
自
覚
に
目
ざ
め
、
社
会
性

の
あ
る
活
動
を
続
け
る
よ
う
、
今
後
と
も
県

仏
と
し
て
働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
こ
と
等

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
会
長

は
、
「
沖
縄
県
仏
加
盟
の
ほ
と
ん
ど
の
寺
院

は
境
内
に
墓
地
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
信
徒
を

有
す
る
の
み
の
お
寺
で
あ
っ
て
、
経
済
的
に

は
苦
し
い
。
け
れ
ど
も
、
仏
教
会
と
し
て
戦

没
者
追
悼
法
要
や
花
ま
つ
り
を
催
す
等
、
積

極
的
に
布
教
活
動
を
行
い
、
県
民
の
生
活
の

中
に
仏
教
が
深
く
根
づ
い
て
い
る
。
」
と
話

さ
れ
、
沖
縄
で
の
仏
教
会
活
動
の
難
し
さ
と

そ
れ
が
た
め
の
情
熱
を
、
垣
間
見
た
思
い
が

し
ま
し
た
。
全
仏
と
し
て
も
、
沖
縄
県
仏
の

後
援
を
続
け
る
と
と
も
に
、
相
互
交
流
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
暖
か
い
最
南
端

の
地
、
沖
縄
を
後
に
し
ま
し
た
。

〔
去
る
三
月
二
十
七
～
二
十
八
日
、
矢
萩
事

務
総
長
、
中
村
組
織
局
長
は
、
沖
縄
県
仏
教

会
を
訪
ね
、
現
状
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
．
〕

第
一
回
同
和
委
員
会

　
昭
和
六
十
年
度
の
第
一
回
同
和
委
貝
会
は
、

四
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
、
真
宗
大
谷
派
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

①
現
地
学
習
会
に
つ
い
て

　
　
現
地
学
習
会
は
本
年
で
第
三
回
目
を
む
か

　
え
る
が
、
今
回
は
六
月
十
日
、
十
一
日
の
両

　
日
、
大
阪
府
の
高
槻
市
、
茨
城
市
に
お
い
て

　
開
催
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。

∂
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②
『
因
果
和
讃
』
に
つ
い
て

　
　
こ
の
和
讃
に
は
差
別
的
表
現
が
多
々
み
ら

　
れ
、
こ
の
ま
ま
放
置
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

　
『
因
果
和
讃
』
を
収
録
し
た
刊
行
物
の
出
版

　
元
へ
申
し
入
れ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同

　
時
に
、
「
因
果
」
に
つ
い
て
差
別
を
容
認
し
、

　
助
長
す
る
よ
う
な
説
き
方
が
さ
れ
て
い
な
い

　
か
に
つ
い
て
、
今
後
、
研
究
者
を
含
め
検
討

　
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
宗
祖

　
の
言
葉
や
経
典
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
宗
派

　
を
超
え
た
研
究
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
準
備

　
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

㈹
全
仏
誌
掲
載
に
つ
い
て

　
　
昨
年
度
よ
り
「
同
和
推
進
の
た
め
に
」
と

　
題
し
、
同
和
委
員
よ
り
寄
稿
い
た
だ
い
て
い

　
る
が
、
今
年
度
の
執
筆
者
及
び
テ
ー
マ
に
つ

　
い
て
決
定
し
た
。

一4一

　犀　　忌一r，　弥。　轟　阜．　　r　　　圃4，　喫一　了・評d噌

」
囲
唱

レ



昭和60年5月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

『
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
亘
ー
毫
厘

目口O綱目目恩口自眉目目口目口自口口口自淵自口目口閻口自里国目口目目O目自　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　q　　　　　　　　目　　　　　　　目　　　　　　牒　　　　　目　　　　回　　　〕　　口　　自　口目
　
全
日
本
仏
教
会
が
発
足
し
て
昨
年
で
満
三

十
周
年
を
迎
え
た
。
振
り
返
っ
て
そ
の
た
ど

っ
た
足
跡
を
見
る
と
、
全
仏
の
役
割
と
い
う

か
、
全
仏
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
大

き
さ
、
重
要
さ
が
今
更
な
が
ら
認
識
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

『
全
仏
二
十
年
の
歩
み
』
に
よ
れ
ば
、
全
仏

は
昭
和
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日
、
当
時
の

仏
教
連
合
会
と
世
界
仏
教
徒
日
本
連
盟
と
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
、
い
わ
ば
宗
門
人
と
宗

門
の
枠
を
は
ず
し
た
、
い
わ
ゆ
る
自
由
仏
教

人
と
の
合
併
で

あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
当
初
か

ら
仏
教
会
を
統

一
し
、
僧
俗
一

体
の
全
一
仏
教

運
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
標
傍

し
て
い
た
。
そ

の
目
的
は
ま
こ

を
総
括
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
果

も
社
会
に
対
す
る
貢
献
も
少
し
と
し
な
い
。

　
し
か
し
、
現
在
の
全
仏
の
活
動
に
十
分
満

足
し
て
い
る
と
い
う
人
々
が
少
い
と
い
う
の

も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
ど
う
ず
れ
ば
加
盟
団

体
や
社
会
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
全
仏
の
か
か
え
て
い
る

今
日
的
課
題
で
あ
る
。
現
在
、
全
仏
は
六
十

宗
派
、
三
十
四
都
道
府
県
仏
、
十
五
団
体
が

加
盟
し
て
お
り
、
そ
の
考
え
方
や
要
望
も
多

岐
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
を
満
足
さ
せ
る
こ

と
に
正
鵠
を
得
て
い
た
と
同
時
に
、
そ
の
意

図
も
壮
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
活
動
の
あ
と
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
昭

和
三
十
三
年
度
の
い
わ
ゆ
る
「
墓
地
問
題
」
を

初
め
と
し
て
「
解
放
農
地
補
償
問
題
」
（
昭
和

三
十
四
年
）
「
核
実
験
停
止
ア
ピ
ー
ル
」
（
昭

和
三
十
八
年
目
「
ベ
ト
ナ
ム
救
援
問
題
」
（
昭

和
四
十
一
年
）
「
靖
国
神
社
問
題
」
（
昭
和
四

十
六
年
）
「
税
制
問
題
」
（
昭
和
四
十
七
年
）
等

々
、
そ
し
て
最
近
の
「
人
権
問
題
」
ま
で
、

そ
の
時
代
の
要
請
に
対
応
し
て
日
本
仏
教
界

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
撃
墜
ヒ
じ
ロ
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ほ
ロ
ロ
　
ほ
ロ
　
ロ
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ほ
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ほ
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啓
発
し
示
唆
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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前
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野
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の
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を
果
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と
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思
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三
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の
中
に
も
、
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の
行
動
力
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の
力
の
弱
さ
を
嘆
く
人
は
多
い
。
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仏
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持
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も
そ
こ
に
関
心
を
持
続
さ
せ
て
は
い
な
い
。
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1
1
全
仏
組
織
の
覚
醒
と
そ
の
展
開
1
1

　　

@　

@　

@　

@　

@
　
　
小
峰
一
面
（
全
仏
同
和
委
員
真
言
宗
智
山
派
）

と
は
で
き
な
い
し
、
又
求
め
ら
れ
て
も
い
な

い
だ
ろ
う
。
全
章
に
期
待
す
る
こ
と
は
唯
一

つ
「
仏
教
界
の
束
ね
」
と
し
て
の
役
割
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
個
々
の
教
団
や
団
体
に
で

き
な
い
こ
と
、
即
ち
国
や
社
会
や
世
界
に
対

し
て
”
日
本
仏
教
界
”
を
代
表
し
て
主
張
す

る
こ
と
で
あ
り
、
個
々
の
仏
教
徒
の
活
動
を

総
括
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

更
に
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
国
際
的
視
点

に
立
っ
た
日
本
仏
教
徒
と
し
て
の
あ
る
べ
き

姿
を
策
定
し
、
加
盟
団
体
構
成
貝
に
対
し
て

い
わ
ば
、
物
心
共
に
あ
な
た
任
せ
で
あ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
全
仏
を
し
て
力
を
つ

け
し
め
な
い
最
大
の
原
因
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　
そ
ん
な
中
で
全
仏
を
よ
り
活
性
化
し
た
も

の
に
す
る
た
め
に
、
機
構
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
一
月
に
は
そ
の
答

申
が
出
さ
れ
、
各
部
の
充
実
・
事
務
処
理
の

効
率
化
が
図
ら
れ
て
、
新
た
な
全
仏
と
し
て

生
ま
れ
変
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
『
全
盤
組
織
の
覚
醒
と
そ
の
展
開
』

を
論
じ
る
こ
と
は
、
は
な
は
だ
無
意
味
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
こ
の
テ
ー
マ
を
”
全
音
の
覚
醒
と

そ
の
展
開
”
と
読
み
換
え
る
と
そ
う
で
は
な

く
な
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
全
仏
の
覚
醒
に

と
っ
て
組
織
の
改
革
は
そ
の
一
要
素
に
過
ぎ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
新
鋭
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
見
合
う

、
ソ
フ
ト
や
そ
れ
を
操
作
す
る
技
術
者
が
い
な

い
の
と
同
様
で
あ
る
。
今
後
真
に
全
野
の
覚

醒
を
考
え
る
な
ら
ば
ソ
フ
ト
や
技
術
者
、
即

ち
事
務
局
及
び
加
盟
教
団
・
団
体
の
意
識
改

革
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ

ず
あ
な
た
任
せ
の
意
識
を
改
め
、
自
ら
が
動

か
な
け
れ
ば
全
仏
は
機
能
し
な
い
の
だ
と
い

う
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
来
加
盟
教
団
自
ら
の
活
動
が
全
長
の
活

動
で
あ
り
、
全
仏
を
担
う
の
は
誰
で
も
な
い

加
盟
教
団
・
団
体
自
身
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
全
仏
の
活
動
と
加
盟
教
団
・
団

体
の
活
動
と
別
個
に
考
え
て
い
る
傾
向
に
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
全
仏
を
支
え

る
わ
れ
わ
れ
の
意
識
が
変
ら
な
け
れ
ば
、
い

く
ら
全
乳
の
組
織
が
改
革
さ
れ
て
も
目
標
は

達
成
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
同
和
推
進
に
お
い

て
も
又
託
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
物
の
興

廃
は
必
ず
人
に
よ
る
」
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
奇
童
を
支
え
る
人
々
の
意
識
改
革

が
な
さ
れ
た
時
全
仏
は
覚
醒
し
、
又
社
会
の

要
請
に
も
対
応
し
つ
つ
社
会
や
世
界
に
対
し

て
日
本
仏
教
界
を
代
表
す
る
主
張
が
で
き
る

と
信
じ
、
又
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

自由目目魯旧糧目配口口目目目目明自　　　馴　　恩　　目　自口　　口　自口
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『
ー
ー
ー
ー
ー
i
襲
撃
ー
ー
ー
襲
撃
ー
ー
襲
撃
襲
撃
緊
緊
襲
撃
ー
ー
ー
ー
ー
i
盟
ー
ー
ー
ー
ー
襲
撃
而
碁
聖
襲
撃
襲
撃
襲
撃
ー
。
ー
ー
ー
襲
撃
i
聾
ー
ー
ー
緊
緊
ー
ー
ー
ー
而
聾
ー
襲
撃
要
望
ー
ー
ー
爺
婆
ー
ー
ー
襲
撃
ー
ー
」

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
・
　
　
　
　
　
　
て
、
全
国
的
に
こ
の
「
お
尋
ね
・
な
る
文
書
い
に
な
る
の
は
当
妖
…
溌
私
は
、
こ
の
よ
い
、
つ
説
明
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
（
．
税
理
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
宗
教
活
動
に
深
く
踏
み
込
ん
だ
「
お
尋

蕊
醸
綴
　
　
・
齢
藷
鐸
雛
鰭
藁
ね
」
娃
宗
教
法
人
手
馴
＋
四
委
い
つ
士
戴
麓
舞
ギ
会
　

　
　
　
遡
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
錠

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
益
事
業
に
関
す
る
部
分
と
給
料
の
源
泉
に
　
　
て
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
条
は
次
の
　
　
と
相
談
さ
れ
て
も
適
切
な
も
の
が
出
来
る
か
　
　
目

戴
野
浩
．
鐸
籔
聾
慧
楚
節
郵
影
蠕
蓑
霧
贈
側
撮
嚢
は
う
慧

｛
に
も
．
お
尋
ね
・
三
う
文
書
が
税
務
署
か
と
も
、
期
限
を
守
ら
な
毛
も
、
提
出
し
て
　
法
令
に
基
ぞ
正
当
な
権
限
の
行
使
で
あ
れ
て
お
れ
ば
．
こ
の
さ
つ
な
法
定
外
文
書
も
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
何
ら
不
利
益
を
う
け
た
り
、
利
益
を
う

　
　
ら
郵
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
檀
信
徒
の
戸
数
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
も
右
の
よ
う
な
留
意
を
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

目

　
戒
名
料
の
件
数
や
金
額
、
院
号
・
居
士
夫
け
た
り
す
る
考
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
魂
ら
三
と
い
う
わ
け
で
す
か
ら
・
奪
ね
・
支
　
　
　
　
　
｝

流
辮
爆
裂
難
戦
鷺
溢
罐
紬
繰
難
鴛
蝶
難
舞
誘
幾
縫
嫉
毒
尋
然
纂
紮
慧
嘆
雛
雲

　
豊
ち
入
っ
た
蕎
に
期
限
付
で
答
え
る
よ
・
お
尋
ね
し
の
文
書
そ
の
も
の
か
ら
は
、
そ
の
　
昭
和
五
＋
八
年
＋
二
月
＋
九
日
に
、
量
子
教
会
の
問
題
と
し
て
と
り
上
げ
、
仏
教
会
｛

目
　
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
は
ど
の
よ
う
　
　
こ
と
が
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
限
を
　
　
税
理
士
連
合
会
と
国
税
庁
と
の
懇
談
会
が
も
　
　
単
位
で
対
処
さ
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
口

　
に
篁
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
三
と
か
、
返
送
し
た
れ
ま
し
鷹
こ
れ
に
は
国
税
庁
側
は
書
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
あ
り
困
っ
て
い
読
ど
の
考
に
対
処
し
な
け
れ
ば
何
ら
か
の
不
利
夢
・
け
る
も
の
次
官
、
嚢
官
ら
が
参
加
さ
れ
て
い
委
　

な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
｛

　
　
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
生
じ
て
く
る
の
　
　
席
上
、
国
税
庁
は
「
今
後
法
定
外
文
書
を
作
　
　
　
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
　
　
　
目

｛
　
　
　
（
長
野
県
H
寺
住
職
）
も
止
む
を
得
な
い
考
な
状
況
釜
ま
し
成
す
る
と
き
は
、
で
き
れ
ば
事
前
に
税
理
士
　
時
ま
で
、
長
谷
川
先
生
に
よ
る
・
法
律
皿

｛
〔
回
答
〕
昭
和
五
＋
六
年
±
月
の
法
人
税
て
や
、
法
ム
耳
の
回
数
叢
入
や
ら
、
戒
名
料
と
ム
訟
の
意
見
を
闇
な
ど
税
理
ま
＝
と
の
慈
　
無
料
相
肇
・
を
開
設
し
て
い
ま
す
．
　
｝

　
　
基
本
通
達
の
大
幅
な
改
正
と
時
を
同
じ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
と
、
ど
う
答
え
た
ら
良
い
も
の
か
お
迷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疎
通
を
図
り
つ
つ
対
処
し
た
い
　
　
　
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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街
角
の
花
御
堂

　
銀
座
通
り
を
歩
い
て
い
た
ら
、
老
舗
の
店

先
に
花
御
堂
が
あ
り
、
灌
仏
が
出
来
る
よ
う

し
つ
ら
え
て
あ
る
の
が
目
に
止
っ
た
。
四
月

　
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
こ
か
の
寺
で
用
意

し
た
の
か
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
で
は
な
く
、

　
こ
の
店
が
独
自
で
整
え
、
四
月
に
な
る
と
店

先
に
花
御
堂
を
安
置
し
て
、
道
行
く
人
々
と

　
　
　
　
共
に
釈
尊
の
誕
生
を
祝
う
の
だ
と

　
　
　
　
　
い
う
。
御
堂
は
美
し
い
花
で
飾
ら

　
　
　
　
れ
、
そ
の
中
に
お
生
ま
れ
に
な
ら

一
　
　
　
れ
た
ば
か
り
の
釈
尊
が
天
上
天
下

　
　
　
　
を
指
さ
し
て
い
る
お
姿
は
、
都
会

　
　
　
　
の
雑
踏
の
中
で
、
こ
と
さ
ら
に
清

　
　
　
　
　
々
し
く
、
ほ
っ
と
な
ご
む
心
地
を

　
　
　
　
道
行
く
人
々
に
与
え
る
。

　
　
　
　
　
折
か
ら
春
休
み
で
、
子
ど
も
つ

　
ロ
コ

・
巳
5
　
　
れ
の
人
が
多
く
、
母
が
子
に
、
こ

　
　
　
　
れ
が
花
御
堂
、
あ
れ
が
お
し
ゃ
か

　
　
　
　
さ
ま
な
ど
と
教
え
て
い
る
。
子
ど

　
　
　
　
も
は
、
は
じ
め
て
見
る
ら
し
く
、

　
　
　
　
め
ず
ら
し
そ
う
に
中
を
の
ぞ
き
込

　
む
。
か
と
思
う
と
、
若
い
二
人
つ
れ
が
立
ち

止
ま
る
。

　
「
花
ま
つ
り
っ
て
知
っ
て
い
る
？
」

　
と
男
が
た
ず
ね
る
。

　
「
お
し
ゃ
か
さ
ま
の
誕
生
日
で
し
ょ
。
」

と
女

　
「
じ
ゃ
あ
、
君
の
誕
生
日
は
い
つ
。
」

と
男
が
い
う
。

　
「
四
月
八
日
よ
」

と
す
ま
し
顔
で
女
は
答
え
る
。

「
う
そ
だ
η
…
」

「
本
当
よ
」

「
な
ら
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
、
お
し
ゃ
か

壱
ま
と
N
子
さ
ん
、
お
め
で
と
う
。
」

と
い
っ
て
甘
茶
を
か
け
て
、
立
ち
去
っ
て
い

く
。　
三
三
五
五
花
御
堂
の
ま
わ
り
に
は
、
輪
が

出
来
て
、
だ
れ
が
決
め
た
わ
け
で
も
な
い
が
、

順
々
に
甘
茶
を
か
け
て
は
手
を
合
わ
せ
、
街

の
歩
行
者
の
列
の
中
に
消
え
て
い
く
。
す
る

と
今
度
は
、
歩
行
者
の
列
か
ら
は
ず
れ
て
、

も
の
め
ず
ら
し
げ
に
花
御
堂
の
前
に
立
つ
人

が
い
る
。
入
れ
代
り
立
ち
代
り
し
て
跡
切
れ

る
こ
と
が
な
い
。

　
今
年
も
四
月
八
日
に
は
、
全
国
の
寺
院
で

灌
仏
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。
駅
内
に
、
境
内

に
、
あ
る
い
は
門
前
に
花
御
堂
が
出
さ
れ
、

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

甘
茶
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
大
々
的
に
お
雅
児

の
お
練
り
や
白
象
の
山
車
が
出
る
所
も
あ
れ

ば
、
釈
尊
の
徳
を
讃
え
て
、
公
会
堂
な
ど
で

講
演
会
を
行
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
も

と
に
花
ま
つ
り
が
催
さ
れ
た
。

　
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
義
の
あ
る
こ
と

で
は
あ
る
が
、
何
気
な
く
街
角
に
花
御
堂
を

置
い
て
、
道
行
く
人
々
と
共
に
花
ま
つ
り
を

祝
う
の
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
近
代
化

さ
れ
た
ビ
ル
街
に
も
花
御
堂
は
よ
く
似
合
う
。

街
角
で
花
に
か
こ
ま
れ
た
仏
に
出
会
え
る
な

ん
て
、
そ
れ
だ
け
で
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
・
阿
　
純
孝
）

　
　
　
　
㊥
凸
…
．

　　

@　

　
　
　
　
㊥
凸
…
．
・
．

　
　
『
死
の
閣
点
』

　
　
　
　
　
　
宮
坂
宥
勝
・
山
折
哲
雄
他
言

　
最
澄
、
空
海
を
は
じ
め
と
し
、
良
寛
に
至
る

ま
で
、
各
宗
祖
並
び
に
高
僧
十
三
人
を
選
ん
で
、

各
師
の
死
に
対
す
る
対
応
の
仕
方
を
そ
れ
ぞ
れ

の
学
者
が
書
い
て
い
る
。
誰
に
で
も
お
と
ず
れ

る
死
を
高
僧
方
は
ど
う
受
け
入
れ
た
か
、
そ
こ

か
ら
日
本
仏
教
に
お
け
る
死
生
観
を
引
き
出
そ

う
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
人
文
書
院
・
一
六
〇
〇
円
）

　
　
『
生
と
死
』
1
・
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
尚
三
郎
編

　
本
書
は
多
く
の
学
者
た
ち
の
論
文
を
あ
つ
め

た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
日
本
人
の
死
骸
観
念

（
勝
俣
鎮
夫
）
、
死
の
判
定
（
三
木
敏
行
）
、
葬
送

儀
礼
（
大
林
太
良
）
、
死
の
美
学
（
吉
田
喜
重
）
、

人
の
死
に
か
た
に
つ
い
て
（
鯖
田
豊
之
）
な
ど

の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

死
の
観
念
な
ど
、
死
に
関
す
る
多
彩
な
問
題
を

と
り
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　
（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
八
○
○
円
）

　
　
『
死
と
再
生
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
本
英
一
著

　
日
本
の
各
地
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
人
間

の
生
死
に
ま
つ
わ
る
習
俗
や
宗
教
儀
礼
に
は
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、
そ
の
起
源
を
ど
こ
に

求
め
た
ら
よ
い
の
か
、
イ
ラ
ン
学
の
権
威
で
あ

る
著
者
は
、
西
ア
ジ
ア
文
化
と
比
較
し
つ
つ
説

き
明
か
す
。
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
る
民
俗
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
●
…
・
…
．
…
　
・
窃

…
紹
…
…
介
…
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
…
　
・
口

書
。
西
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
が
と
ぼ
し
い
日
本

に
お
い
て
は
有
意
義
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
文
書
院
・
一
六
〇
〇
円
）

　
　
　
『
法
の
華
婁
抄
一
法
垂
耳
を
味
わ
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
俊
董
著

　
筆
者
は
、
曹
洞
宗
愛
知
専
門
尼
僧
堂
堂
長
で

あ
る
が
、
『
法
句
経
』
を
清
洲
な
感
性
で
う
け
と

め
て
い
く
。
語
句
の
解
釈
で
は
な
く
、
こ
こ
ろ

を
ど
う
わ
き
た
た
せ
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
読

み
味
わ
っ
て
い
る
。
特
に
婦
人
方
へ
す
す
め
ら

れ
る
書
で
あ
る
。
　
（
柏
樹
社
・
一
六
〇
〇
円
）

　
『
図
説
日
本
の
文
化
を
さ
ぐ
る
一
③
奈
良
の

大
仏
を
つ
く
る
・
ω
鐘
を
つ
く
る
』
文
・
石
野

享
、
絵
・
井
口
文
秀
、
図
・
稲
川
弘
明
（
小
峰
書

店
・
一
八
○
○
円
）
、
『
京
都
大
事
典
』
奈
良
本

辰
也
・
佐
和
隆
研
・
吉
田
光
邦
編
（
淡
麗
社
・

　
一
二
〇
〇
〇
円
）
、
『
8
5
暮
し
の
た
め
め
法
律
』

加
藤
一
郎
・
遠
藤
浩
編
（
第
一
法
規
二
九
〇

〇
円
）
、
『
悠
久
の
イ
ン
ド
』
山
崎
利
男
著
（
講

談
社
・
一
五
〇
〇
円
）
、
『
陀
羅
尼
の
世
界
』
氏

家
覚
勝
著
（
東
方
出
版
・
九
八
○
円
）
、
『
世
界

な
ぞ
な
ぞ
大
事
典
』
谷
川
俊
太
郎
他
面
（
大
修

館
書
店
・
一
六
〇
〇
〇
円
）
、
『
布
教
名
言
事
典
』

（
名
著
出
版
・
一
八
○
○
○
円
）

　
　
文
化
専
門
委
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
宝
田
正
道
、
阿
純
孝
、
中
野
東
禅
、
島
田
喜

久
子
、
榊
原
帰
逸
、
原
弘
隆
　
一
推
薦
一

一7一
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昌
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o

日
　
時

会
　
場

な
お
、

徳
島
の
会
場
で
「
現
代
名
僧
墨
跡
展
」

　
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
四
日
（
木
）

　
徳
島
市
・
郷
土
文
化
会
館

徳
島
大
会
の
記
念
事
業
と
し
て
「
現

日
米
仏
教
徒
交
流
大
会

　
ハ
ワ
イ
官
約
移
民
百
年
を
記
念
し
て
、
ハ
ワ

イ
で
は
多
彩
な
行
事
が
催
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
来
る
六
月
十
七
日
に
は
、
ハ
ワ
イ
仏
教

連
盟
の
主
催
で
「
日
米
仏
教
徒
交
流
大
会
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
会
も
こ
の
催
し
を
後
援
し
、
ま
た
す
で
に

十
二
宗
派
が
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
、
多
数
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
全
仏
国
際
部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
文
化
会
議
運
営
委
員
会

　
日
本
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
員
会
は
、
三
月

五
日
に
全
運
営
委
員
（
武
藤
義
一
、
奈
良
康
明
、

佐
伯
真
光
、
花
山
勝
友
、
石
上
善
慮
、
峰
島
旭

雄
、
持
田
定
信
、
井
上
日
宏
1
敬
称
略
1
）
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
第
十
八
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
、
日
程
は
十
月
三
日
（
木
）
、

会
場
は
東
京
ま
た
は
横
浜
を
予
定
、
テ
ー
マ
は

次
回
の
運
営
委
員
会
ま
で
に
各
氏
が
再
度
検
討

し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
文
化
会
議

昭
和
六
十
年
五
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
▼

代
名
僧
墨
跡
展
し
が
、
十
月
二
十
一
～
二
十
五

日
ま
で
同
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
報
告
し
ま
す
。

　　

?
｣
滋
養
局
凶
録
肇
　
｛

一
日

三
日

　
九
日

十
一
日

＋
二
日

十
四
日

＋
五
日

十
六
日

＋
七
日

十
八
日

＋
九
日

二
十
五
日

二
十
六
日

　
　
　
1
（
四
月
）
一

局
内
会
議

ア
フ
リ
カ
難
民
義
援
金
持
参
（
外

務
省
）

黄
奨
宗
萬
福
寺
開
山
祥
忌
参
列

常
務
理
事
会

日
宗
連
懇
親
会

法
律
相
談
室

同
宗
連
総
会
出
席

ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
歓
迎
会
出
席

日
宗
連
税
制
委
嘱
会

同
和
委
貝
会

桜
を
見
る
会
出
席

第
二
回
部
落
解
放
連
続
講
座
参
加

永
平
寺
晋
山
式
参
列

ル
ン
ビ
ニ
ー
募
金
部
局
内
会
議

第
一
三
組
織
専
門
委
員
会

局
内
会
議

法
律
相
談
室

全
仏
改
革
委
員
会

文
化
会
議
運
営
委
員
会

出し入れ自由で、ふえる、ふえる、

…目
●
　
目

1
　
，

■
　
一
　
●

ふたりの結論
チューコクファン凡

公社債投資信託・追加型設定・運用…山一投信委託

●1ヵ月据置けば出し入れ自由

●ふえる手応えがちがう1ヵ月複利

●⑭適格、お1人300万円まで無税扱い

●お申込みは、10万円以上1万円単位

楽ご出金の場合、前日にご連絡ください。

楽お申込みの際は、受益証券説明書をご旧ください。

ス
テ
キ
な

奥
ち
ゃ
ま
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